
　（12／６可決）

 平成29年第1回臨時区議会は、
 5月24日に開会します。

●ホームページアドレス
http://kugikai.city.chiyoda.tokyo.jp

●メールアドレス
kugikai@city.chiyoda.lg.jp

＊この区議会だよりは、区議会ホームページでもご覧になれます。区議会ホームページでは、「区議会日程」や「キッズページ」等を掲載
しています。また、区議会の最新情報をお届けする「メールマガジン」も発行していますので、どうぞご利用ください。
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■平成29年度千代田区一般会計予算 【修正可決】
当初提案総額546億7,253万5千円に対し、九段中等教育学校増築整備に関する予算7,339万6千円を
減額修正し、545億9,913万9千円となりました。（前年度当初予算に比べマイナス2.3%、12億5,896
万円の減）一般会計予算の減額修正案が提出され、賛成多数で可決されました。
当初予算案を減額修正するのは、2年続けてとなりました。（詳細はP8をご覧下さい）

パレスサイドビル  アーケード街に泳ぐ鯉のぼり

平成29年度予算案を減額修正！ 

■一般会計予算に対する附帯決議を、全会一致で可決
事業内容や進捗状況に対する十分な説明を求め、全会一致で附帯決議が可決されました。（詳細はP9をご覧下さい）

九段中等教育学校増築整備の調査・検討、箱根千代田荘・軽井沢少年自然の家の活用等を
求める附帯決議を可決



代表・一般質問は、発言者の責任の下に質問の要旨を掲載しています。
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（要旨）代表質問

問

答

問

答

問

答

問

答

答

問

答

自由民主党議員団
桜井 ただし

日本共産党区議団
木村 正明

自由民主党 新しい千代田
はやお 恭一

※全文は、区議会ホームページでご覧になれます。

ちよだ区議会だより

問

区長の今後の区政運営について

　　①自治権拡充、財源移譲を本区の
大切な権利として、これからも主張で
きるか②東京大改革に対する理解は。
　　①区としてこれからも主張すべき
ことは行っていく②情報公開、公益通
報制度等を実施していく。また、財政
運営では予算・決算の概要を作成し、
見える化を推進する。

平成29年度予算について

　　①本区の急激な人口増への対応②
昨年度予算化を求めた給食の牛乳代無
料化、子どもの暴力防止講習会の状況
は③決算残額を過剰に積み立てるので
はなく、区民サービスに還元すべき。
　　①区民ニーズを把握し、状況に柔
軟に対応した事業等を実施②区独自の
給食費補助を実施。子どもの暴力防止
講習会等は検討中③決算残額は必要な
サービスを抑制したのではなく、必要
な予算を計上し執行した結果。

商工振興基本計画について

　　①新たな時代に即した活動方針を
②区内商工業への対応は③商店街が抱
える課題に対してどう支援するか。
　　①的確な進行管理と重要業績評価
指標を設定し検証する②販路開拓支
援、区内で創業しやすい環境づくり等を
推進③区内の大学、専門学校等の学生
と、商店街との協働の取り組みを支援。

問

答

問

答

問

答

公共施設のあり方を問う

　　公共施設は福祉増進の施設。その
あり方は①住民が議論・決定すること
②適正な維持管理で長く使うこと③地
域再生の拠点とすることが大切では。
　　①区民要望は考慮するが、全てに
は沿えない②管理方針に施設長寿命化
は記載済③意見に同意。地域バランス
を勘案し、地域の魅力向上に取り組む。

公費負担増で、国保料引き下げを

　　国民健康保険料は、医療費増大・
被保険者減少の現状に加え、公費負担
の減額で大幅な値上げとなった。公費
負担を増額し、国保料の引き下げを。
　　公費負担の一部は増額となってい
る。また、都の負担金についても都と
議論していく。

住まいと地区計画について

　　区長は、特定個人の要請を受け、
麹町地区計画の高さ制限を外したので
は。また、区が行政指導した開発事業
者から自己の不動産を購入し売却する
一方、借上型区民住宅制度を終了させ
た。区長の政治倫理や区民の安定した
住まいへの考えを問う。
　　麹町地区計画は地元と協議し定め
たもの。不動産は区長の親族が居住用
に適正価格で購入。制度は、区の人口
と住宅の増加が見込まれるため終了。

区政運営について

　　①区長招集挨拶時の「区議会と成
熟した関係を構築したい」の真意は②
区長選挙時に「知事の東京大改革に尽
力する」とした発言の具体的な内容は。
　　①積極的意見交換、建設的議論を
交わしていくことを表現した②知事が
目指す都民本位の都政の実現と自分の
区民本位の区政の推進の考えが軌を一
にしていることから出たコメント。

財政運営について

　　①基金積立が1,050億円。あまり
にも積立額が多い。人員不足で事業が
できず予算が残るのでは②施設整備計
画の進捗を財政運営の観点からどう分
析評価しているか。
　　①税等の歳入に基金を活用し必要
な全事業の予算計上と人員措置をして
いる②基金の有効活用を図り、計画実
現に向け柔軟に対応し推進していく。

児童相談所設置について

　　①他区の児童相談所設置状況と設
置上の課題は②設置予定の「子育て世
代包括支援センター」の機能と役割は。
　　①22区が検討中で内3区が32年度
中の開設を計画。専門人材の確保と育
成等が課題②気軽に相談でき個別支援
につながる機能と専門性が高く緊急事
例に対応できる機能を有し、継ぎ目ない
連携で質の高い相談・支援体制を構築。

H13.2 石川区長

就任時

基金残高

52,890百万円

▼

H27 基金残高

103,844 百万円

　　　　▼

各年度本区予算概要資料より　



代表・一般質問は、発言者の責任の下に質問の要旨を掲載しています。

ちよだの声
小枝 すみ子

平成29年第1回定例区議会

（要旨）代表質問

問

※全文は、区議会ホームページでご覧になれます。
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問

答

問

答

答

石川区政5期目の区政運営

　　これまでの区政運営は、お茶の水
小の移転や街路樹の伐採等、不透明な
手法が目立った。区民を失望させない
よう、5期目にあたっての決意を伺う。
　　区民の信頼確保に向け、情報公開
を進め、区政の見える化を推進する。
特に施設整備にあたっては、住民等へ
の情報提供を徹底するよう指示した。

石川区長は豊洲問題に何を学ぶ

　　都政における築地移転の混乱か
ら、自治体の長として何を学ぶのか。
　　意思決定過程の手続きの重要性
や、区民の命・安全に関わる問題につ
いて、トップが下す判断の重さを再認
識した。

麹町（平河町）仮住宅について

　　区営住宅や図書館等を含む四番町
の複合施設について、長寿命化の修繕
後間もなく建て替えが計画されている。
さらに、建て替え中の仮住宅として、
平河町に仮住宅を新たに建設するとい
うが①6年間の仮住宅に約20億円をか
けることをどう考えているのか②2つ
の公共施設整備の最高責任者は誰か。
　　①区営住宅は配慮を要する方が対
象の福祉的なもの。入居者を受け入れ
る仮住宅が麹町地域に必要。その後の
活用は地域と検討②議案を出す段階で
は区長の意思決定があるが、庁内の議
論や常任委員会等への説明を経ている。

問

答

答

問

答

千代田を紡ぐ会・民進
寺沢 文子

問

公共施設整備計画について

　　区の清掃や葬祭施設がある外神田
一丁目では、民間が組合を結成し再開
発の検討を重ねている。区民生活に欠
かせない区施設の更新は、民間の進捗
を待たずに区が主体的に取り組むべき。
　　代替地確保が困難で機能停止が出
来ない当該施設は、機能更新の際は多
面的な検討が必要。区民、周辺地域の
方々の意見を十分に聞き検討していく。

障がい者のニーズに応えるには

　　現在の障がい者施設は手狭であり、
グループホーム等を含む終のすみかが
必要ではないか。区は障がい児の保護
者の不安を分析し早急に対応すべき。
　　保護者の不安を解消するためには、
相談場所の確保や選択可能な支援サー
ビス等の提供が重要。広く意見を聞き
必要な支援を検討し具体化していく。

教員の負担軽減について

　　国の報告によると教員の精神疾患
による休職者が年5,000人を超える。
教員の負担軽減のため、部活動の顧問
に外部指導員の導入等が必要では。
　　英語の授業に外国人指導助手、部
活動に外部指導員の活用等、専門ス
タッフを配置している。また、会議や
事務の効率化を図るため、教員間の
メールやデータ共有等が可能な新シス
テムを導入する等負担軽減に努める。

問

答

問

答

公明党議員団
大串 ひろやす

ごみ減量へ2Rの推進を！

　　①ごみ減量には、生産過程から廃
棄過程までのあらゆる環境影響に対し
て生産者に責任があるとする拡大生産
者責任の考え方が重要。日本は廃棄過
程における責任と費用は自治体が負っ
ており発生抑制につながっていない。
ごみ減量への基本的な考え方を問う②
ごみを減らすリデュース、再使用のリ
ユースの2Rを運動として推進を。
　　①大量生産、大量消費、大量廃棄
の経済システムからの脱却が必要。拡
大生産者責任の考え方を踏まえつつ区
はあらゆる方策を講じていく②2Rに
注力しての施策展開は意義があり、さ
まざまな機会を通じて周知していく。

食品ロスの削減について！

　　飲食店等で食べきれなかった料理
を持ち帰るための容器「ドギーバッ
グ」。大学生により考案された「幸せ
☆おすそわけプロジェクト」は、この
容器に途上国の子どもたちが描いた絵
をプリントし、利用されるごとに子ど
も一人1日分相当の給食費を途上国に
送金する仕組みである。食品ロス削減、
途上国の子ども支援、国際貢献につな
がる。区の取り組みとして実施しては。
　　食品ロスの削減は、区民や事業者
に対する意識啓発が重要。提案の取り
組みも前向きに捉え、区の食品ロス対
策の一つとして調査し検討する。

　 幸せおすそわけ BOX　



※全文は、区議会ホームページでご覧になれます。
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（要旨）一般質問
嶋崎 秀彦 永田 壮一 米田 かずや

問

答

問

答

問

問

答

答

（自民）松本 佳子

問

答

（自民） （自民） （公明）

池田 とものり （自民）

問

答
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問

問

答

答

（紡民）岩佐 りょう子

問

答

問

答

退職職員の外郭団体等での活用

①職員の再就職の透明性・公平性
を問う②職員が外郭団体の役員等に再
就職することの役割は何か。
　　①外部委員で構成しチェック機能
を持つ委員会の設置を検討②区で培っ
た行政経験や知識を活用し、外郭団体
の組織的機能を充実させる。

社会的養護への支援について

　　①児童相談所設置の準備状況②養
護施設退所後の子どもの進路支援等と、
里親制度に対し啓発を含めた推進を。
　　①子ども部と保健所の役割分担を
見直し、一体となって切れ目なく子育
て世代を支援するため、双方の機能を
あわせ持つ体制の構築を検討する②里
親制度の推進は大きな課題と認識。退
所後の支援とともに鋭意取り組む。

高齢者の定義引き上げについて

　　①高齢者は75歳以上とする学術研
究団体の提言を受け、区に影響は②経
験・能力がある元気な高齢者の活用を。
　　①区独自の事業については、今後
の見直しの中で検討が必要②人材情報
の把握・活用を進める体制を整備する。

プレミアムフライデーについて

　　月末の金曜日は早く仕事を切り上
げ消費喚起し、余裕を持った生活につ
ながる企画提案をしてはどうか。
　　職員への全庁的導入は困難。ロゴ
の活用や商店街への情報提供等を検討。

国際教育について

　　現状と課題は。また国際交流事業
をより効果的に進める方策は。
　　時間数が課題だが、幼・保から小
学6年まで外国語活動を実施。方策は
ICT 活用による遠隔授業等を検討。

海外都市姉妹提携について

　　区民全体の国際感覚を育み、区を
日本一国際化の進んだまちにするため、
海外都市との姉妹提携に取り組むべき。
　　提携の分野や内容は多様であり、
区議会や区民の意見を聞き、検討する。

第二次健康千代田21について

　　区民が主体的に健康づくりに取り
組めるよう策定された「第二次健康千
代田21」の特徴と基本的な考えを問う。
　　目標は健康寿命の延伸と早世の減
少。区の取り組みの他、区民、保健医
療関係団体等に取り組んで欲しいこと
を、ライフステージを7つに分け、段
階ごとに具体的に計画に盛り込んだ。

ピロリ菌、乳がん検診について

　　①胃がん検診にピロリ菌検査の追
加を②現行のX線による乳がん検診で
診断困難な体質の人にはその旨と結果
を通知し、X線の検診を補完できる超
音波検診希望者には検診費用の助成を。
　　①国の研究と動向を注視し検討す
る②分かりやすい情報提供を検討。補
助は国の状況を注視し検討していく。

問

答

「食品ロスの削減」を食育に

　　①食育推進計画の成果・課題・今
後は②ロスを防ぐため、使う分だけの
食材を購入する買い方等を推奨すべき
③持て余した食材での料理教室や、
ゲーム形式でロス発生原因を学習する
イベントや場を、区が広く提供すべき。
　　①計画の多くは目標値に近づいた
が、生活の多様化等で、家族で食育に
取り組むことが困難に。今後は区民・
事業者との連携を拡大する②事業者に
は講習会等で、区民にはイベント等で
啓発を行っていく③楽しく学ぶ提案は
非常に効果的。前向きに検討する。

千代田区女性史の継承について

①2000年に発行した千代田区女
性史について、当時の制作方法を継承
し、更に女性の歴史を掘り起こし、記
録・伝承していくべき②千代田区ゆか
りの本をまとめ、軽井沢の区有施設に
千代田文庫の設置を。
　　①まず、当時の関係者から意見を
聴く②当該施設を含め、保養施設廃止
が区の方針。議会からの要請があれば、
活用方法について改めて論議していく。

多様化された保育施設の見直し

　　今後も増加する多様な保育施設。
区の指導体制・実態把握と支援は。
　　園長OBの巡回指導や公立・私立
園の合同研修会を実施し、保育の質の
向上を図る。

世界と広く交流を



平成29年第1回定例区議会

（要旨）一般質問
牛尾 耕二郎 （共産）

問

答

飯島 和子 （共産）

問

答

（行革ク）

※全文は、区議会ホームページでご覧になれます。
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問

答

子どもの成長・発達第一の学童を

　　①区長が述べた、学童クラブの運
用改善とは②学童クラブの増設を。特
に人口増が予想される神田地区へ設置
を③大規模なクラブは分割し、定員を
40人以下にすべき④民間学童クラブ
の人件費への補助金が、職員の給与に
反映されていない。区の認識は⑤区立
児童館・学童クラブの正規職員増員を。
移転する四番町児童館は特に必要では。
　　①他施設の転用や改修等で定員拡
充を図った②次年度、麹町地区で私立
クラブ増設を目指す。神田地区は既存
クラブの運用改善等を検討③施設の制
約があり、全て40人以下にするのは
困難④事業者に賃金台帳の提出を求め
る等、適正に対応する⑤職員定数条例
に基づき適正に配置。四番町児童館に
は非常勤職員を1名増員し、所管職員
と協力して移転準備を進めている。

子どもの入院給食費に助成を

　　子ども医療費助成は、約50万円
で可能な入院給食費も対象にすべき。
　　施策のバランスを勘案しつつ、総
体的に子育て世帯の負担軽減に努める。

原発避難者いじめの対応ほか

　　いじめは大人社会の反映。原発事
故の現状を科学的に理解し、被害者で
ある避難者の状況への誤解を払拭する
ための取り組みを、教育行政も含め学
校関係者を対象に行うことを求める。
　　防災や放射線の教育を実施してい
るが、改めて原発事故や避難者の心情
への理解を深める。同時に子どもの心
のケアを徹底、必要な指導を推進する。
※この他、核兵器廃絶のためのヒバク
シャ国際署名に賛同し、協力するこ
とを区長に求めました。

たかざわ 秀行

問

答

問

答

いじめが起こりにくい環境

　　うれしかった出来事を投書箱に書
き入れ、給食時の校内放送で読み上げ
るハッピーボックスという取り組みが
他自治体で行われている。いじめ防止
に向け、本区でも導入しては。
　　他者を尊重し、協力し合う態度を
育成していく上で意義ある取り組み。
参考とし、各校と情報を共有する。

九段中等教育学校増築

　　①九段校舎のグラウンドに増築す
ることとなった経緯は。狭くなることで
影響はないか②富士見校舎の今後は。
　　①富士見校舎を連絡通路で結ぶ計
画に問題があり、九段校舎敷地内に増
築することとした。グラウンドの有効
面積に影響が出ないよう設計する②校
舎増築後の利活用については今後検討。

（千代田） 林 則行 （千代田）

問

答

問

答

歯科健診に歯のクリーニングを

　　①歯科健診の受診率向上のために、
健診時にクリーニングの実施を②乳幼
児の健診時に無料でフッ素塗布を。
　　①先例自治体では受診率の向上に
つながっていないこと等から、実施は
考えていない②治療には低額負担で実
施中。予防目的には個人負担とすべき。

史跡江戸城外堀跡保存管理計画

　　①計画策定の経緯は②史跡内の建
造物の取り扱い③景観の保全について。
　　①史跡を文化財として保存する必
要から、関係機関と委員会を組織し、
策定②多くの民間施設があり、撤去等
は困難。所有者等に文化財価値の理解
を求めていく③区境のため隣接区と意
見交換・調整し、連携を図りながら外
濠地区の景観の保全・誘導を行う。

岩田 かずひと （民進ク）

問

答

問

答

問

答

問

答

高齢者施設で新しい体操の運用

　　健康寿命を延ばすため、負荷や手
間が少ない体操を専門家指導のもとで
行うべき。特に新たな刺激になるソフ
ト空手導入の検討を。
　　65歳以上の方向けに、体操教室
や介護予防公園の整備を行っている。
また、新たな運動導入には、高齢者の
事故防止に注意した慎重な検討が必要。

避難者の方に住宅支援継続を

　　3月末終了の支援は、避難者や被
災地の現状を考慮し、継続すべき。区
長と都知事の太いパイプを使い、現在
の住宅と同条件で継続居住の要請を。
　　終了は国と被災県の協議での決
定。当区だけの継続は難しい。ただし、
避難者の悩み等を受け止める身近な窓
口として、関係機関と連携していく。

小林 たかや （声）

千代田区人口ビジョンについて

　　区の人口推計では38年後、都では
14年後がピーク。区の根拠、推計値に
誤りは？都とのすり合わせはしないか。
　　推計値は将来人口の傾向を把握す
るためのもの。実数値との合致は困難。
都とのすり合わせはしない。

公共施設等総合管理方針について

　　①不確かな推計に基づいた方針は
将来の見通しを誤る②個別施設の補修
履歴等の、正確な施設カルテの作成を。
　　①見直す数値ではないと認識②同
様の内容で、施設の維持管理を実施中。

ちよだの声（声）／千代田を紡ぐ会・民進（紡民）／公明党議員団（公明）／民進・クリーン千代田（民進ク）会派名

日本の総人口減少続く
2025年 9年後東京都
全体として1389万人
ピーク

2030年14年後
都区部ピーク

平
成
42

2055年千代田区
38年後ピーク
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企画総務委員会

　議案6件のうち主な議案の審査経過は以下のとおりです。
　「千代田区個人情報保護条例の一部を改正する条例」は、
「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律」（いわゆる「マイナンバー法」）の改正に伴い、
引用条文を改めるほか規定を整備するものです。
　主な改正内容は、地方公共団体が個人番号（マイナンバー）
を利用すると条例で定めた事務に関しても、情報提供ネット
ワークシステムを介した照会・提供という情報連携が可能と
なること、また、この場合には、情報提供等の記録・保存を
しなければならない、といった規定が法律上設けられたことに
伴う規定の整備です。施行日は、本年5月30日です。

〈審査経過〉
　質疑の中で、個人番号を利用することができる事務は、税、
社会保障、災害対策等、法律でほぼ網羅されていること。そ
の法律で定められた事務に準ずる事務について、各自治体が
条例で定めることにより、情報提供ネットワークシステムを利
用することができるが、現在、千代田区で独自に条例を制定し、
他団体に情報提供を求めるものは無いこと等が明らかになり
ました。

　次に、｢職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正す
る条例」は、国家公務員の制度改正を受けて、外国に勤務す
る配偶者に同行するために、職員が休業する期間について、
その休業期間を再度延長することができるよう規定を整備す
るものです。
　改正内容は、現行条例で、3年を超えない範囲の期間で、
休業期間の延長を1回に限って認めていましたが、特別な事
情がある場合に、再度延長ができるように改めるものです。
なお、この特別な事情とは、休業期間を1回延長したにもか
かわらず、延長期間が満了する時点で、配偶者の外国勤務が
引き続くこととなり、延長申請時には確定していなかった場合
等です。施行日は、本年4月1日です。

〈審査経過〉
　質疑の中で、本条例は、事実婚の方にも適用されること、
今までに、千代田区では、配偶者同行休業の実績はないこと、
3年を超えない範囲内であれば、2回、3回と延長ができるこ
と等が明らかになりました。

常任委員会
常任委員会では、付託された区長提出議案11件（条例11件）を審査しました。
議案の審査経過をご紹介します。なお、審議結果は12ページをご覧ください。

（P6）　NO.232　平成29年5月16日 ちよだ区議会だより

地域保健福祉委員会

　議案4件のうち主な議案の審査経過は以下のとおりです。
　「千代田区国民健康保険条例の一部を改正する条例」は、
平成29年度の国民健康保険事業の安定的運営のため、保険
料の改正を行うほか規定を整備するものです。

〈審査経過〉
　当初、8,237円もの保険料上昇が見込まれたため、高額療
養費等の賦課総額への算入率が84％から75％に引き下げら
れ、保険料の上昇幅が当初より千円程度抑えられたが、近年
の一人当たり保険料の上昇幅は４千円程度であり、今回の７千
円超の上昇幅は、ここ数年で最大であること。
　医療費の上昇を抑えるため、特別区全体の取り組みとして、
医療費適正化施策を喫緊の共通課題とし、広域的な事業実施
ができるように検討していること。
　区では、健康寿命の延伸と医療費適正化を目的とした「デー
タヘルス計画」を策定し、健診結果に異常値がありながら医
療機関で受診していない方に手紙や電話、訪問等により個別
に受診勧奨をしたり、医療費の削減効果が見込まれる方にジェ
ネリック医薬品の差額を通知したりしていること等が明らかに
なりました。

〈討論〉
【反対の意見】
　加入者の構成や、医学の進歩から考えても、保険料収入が
減り支出が増えるのは、構造的にも当然のことである。持続
可能な制度とし、安定的な運営を図るためには、一般会計か
らの繰り入れを増やすことと薬価の引き下げということが大き
な問題になると思われる。加入者の負担増になることから、
反対する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯島）

【賛成の意見】
　医療費の増加等の影響により、保険料上昇幅が大きくなら
ざるを得ない状況で、保険料上昇幅を少しでも緩やかにする
等、被保険者へ一定の配慮がなされている。引き続き、区が
保険者として国民健康保険事業を安定的に運営するため、区
民の健康増進や医療費適正化施策の推進、国保制度改革へ
の適切な対応を要望し、賛成する。　　　　 　　　　（大坂）
　その他 3件の議案審査を行いました。
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子育て文教委員会

　議案1件の審査経過は以下のとおりです。
　「幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例」は、「地方公務員の育児休業等に関
する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う
労働者の福祉に関する法律」の一部改正に伴い、休暇等の対
象となる子の範囲を拡大するとともに、介護を行う幼稚園教
育職員の超過勤務の制限について規定するほか新たに介護時
間を導入するものです。
　主な改正内容は、「育児を行う職員の深夜勤務・超過勤務
の制限及び早出遅出勤務について、対象となる子の範囲が拡
大されたこと」、「要介護家族を介護する職員が請求した場合
に、職務に支障がある場合を除き超過勤務をさせてはならな
い規定が追加されたこと」、「従来の介護休暇に加え、新たに
介護時間が追加されたこと」です。

〈審査経過〉
　質疑の中で、育児関連においては、「育児を行う職員の子」
または「3歳に満たない子」といった「法律上の親子関係に
ある子」とされていたものに「特別養子縁組の成立に必要な
期間、現に監護している子」及び「里親である職員に委託さ
れており、かつ、当該職員が養子縁組により養親となること
を希望している子」が加わり、これらに該当する職員まで対
象が広がったこと。
　介護関連においては、今回新たに加わる「介護時間」により、
「連続して3年の期間内において、介護のため1日につき2時
間の範囲内で勤務しないことができる」とされることにより、
介護を行う幼稚園教育職員の所定労働時間が短縮され、勤務
の前後で介護に関わることができるようになること。
　これらの改正により、働きながら育児や介護をしやすい環
境の整備が進むこと等が明らかになりました。
　その他「（仮称）共育推進計画について」、「『地蔵橋西児童
遊園・旧和泉橋出張所を活用した認可保育所の整備』に対す
る区民等からの意見について」、「（仮称）グローバルキッズ六
番町園の開設及び入園申込み」等6件の報告がありました。

オリンピック・パラリンピック対策特別委員会

　日本武道館（東京2020柔道会場）のある北の丸公園周辺地
域整備に関し、区から示された「北の丸公園周辺地域基本構
想」について議論しました。本構想については、今後さらに
地域の方々や関係者と協議をしながら、具体的な整備に入っ
ていくことを確認しました。

公共施設整備特別委員会
二番町の国有地を活用した、定員108名の特別養護老人

ホーム等を整備・運営する事業者が決定し、現在、施設建設
に向けて国及び東京都と手続きを進めていること。新スポー
ツセンターの整備については、公式競技の実施を想定した主
競技場の標準的なボリューム平面図をもとにした、建物全体
の立面ボリューム検討図に関する報告がありました。

マンションと地域コミュニティ活性化特別委員会
　ちよだマンション・カフェをはじめ、マンション施策の実績
と平成２９年度地域コミュニティ醸成支援の報告がありました。
　質疑の中で、講座開催日時の工夫、ＡＥＤ設置場所周知の改
善、マンションＡＥＤ講習への消防団の協力促進、地域コミュニ
ティ醸成支援の専門家による人材育成の必要性及びマンショ
ンに関する千代田ルールの必要性について意見がありました。

議会のあり方に関する調査特別委員会
　本会議での議場スクリーン活用における区民の利便性や関
心等を、インターネット中継や区議会ホームページへのアク
セス件数等を参考に検証しました。また、今後、より開かれ
た議会を目指すために、委員会のインターネット中継や本会
議中継時に、字幕テロップを挿入する等、聴覚障害者への配
慮を検討すべきとの意見がありました。

お茶の水小学校・幼稚園の改築と周辺地域の整備特別委員会
　区から、同小学校・幼稚園のPTA関係者、同窓会関係者、
地元関係者等で構成する施設整備検討協議会の初回を3月末
に開催し、現地建て替えを内容とする「お茶の水小学校・幼
稚園施設整備計画方針（案）」をもとに、整備に向けて関係
者との具体的な協議を早急に進めていくとの報告がありました。

平成29年5月16日　NO.232　（P7）ちよだ区議会だより



予算特別委員会における討論
【反対の意見】
　第1に、東京一極集中と大型開発を進めるまちづくり予算で
あること。第2に、国保料や事業所ごみ処理代の値上げ、軽
減措置廃止等の区民負担増。第3に、九段中等教育学校増築
整備や四番町施設整備等、区民と関係者の声を軽視する姿勢
が目立つ予算であることから各会計予算に反対する。　（飯島）
　都政改革を推進する小池都政とタッグを組んで区民の支持
を得た石川区政5期目の予算の多くに、情報公開を進んで行っ
たとは思えない内容を多く含んでいた。議会に基本構想も示
さず、住民にも説明がないまま、計画段階となり、区民不在、
議会不在の予算であることから反対する。　　　　　　（小枝）

【賛成の意見】
　四番町施設等の整備事業では、区民・議会との不十分な合
意形成が明らかになった一方で、新年度予算は「豊かな地域
社会」の実現に向け、総合的かつ計画的な事業展開が図られ
ていることが確認できた。毎年指摘しているが、区民や議会
に対する説明責任、円滑な事業実施を期待し賛成する。（永田）
　目標とする「豊かな地域社会」の実現に向けて積極的な予
算となった。特に、障がい者への合理的配慮の推進、路面下
空洞調査、ごみの減量への2Rの推進など評価できる。一方、
九段中等教育学校増築整備については、議会の指摘を重く受
け止め、ベストな教育環境の調査検討を求め賛成する。  （大串）
　唐突の感が免れない九段中等教育学校増築整備や四番町保
育園・児童館等整備の2棟一体計画に疑問を持ち、減額修正
は妥当である。しかし、外神田一丁目計画で出張所建設地の
都有地の取得が決定し、不安材料が解消できた。今後は、ス
ピード感を持って着手することを求め賛成する。　　　 （寺沢）

　質疑の中で、執行機関は説明不足や手順手続きに問題があ
るのではないかと議会から不信感や疑義が持たれ、反省する
ことは多々ある。一旦立ち止まり是正すべきは是正し、住民
など関係者の意見を多く取り入れ、丁寧に説明を重ね、区民
に寄り添った区政を要望し賛成する。　　　　　　　　（岩田）
　九段中等教育学校増築整備では、連絡通路設置時には、隣
地より10ｍ離すべきことを知らずに計画され、また、校舎増築計
画は構想段階であるのに基本・実施設計予算が計上されており、
減額は妥当。しかし、お茶の水小学校・幼稚園は現地建て替え
が基本であること等が確認できたので賛成する。　  （たかざわ）
　2017年度予算は、ちよだみらいプロジェクトに掲げられた
施策の実現に必要な予算が明示されたが、九段中等教育学校
増築整備に関しては議会、教育委員会に適時な報告もなく計
上され、減額修正はやむを得ない。しかし、周産期メンタル
ヘルスケアのスタート等は評価できるので賛成する。    （岩佐）
　九段中等教育学校増築整備や（仮称）区立麹町仮住宅整備等
に関する予算は、目的・効果・経緯経過が不透明なまま計上
された。一方、保育士への処遇改善や住宅福祉の推進等が予
算化された。今後、執行機関は議会との意思疎通をしっかり
図り、迅速かつ円滑な執行を求め賛成する。 　　　 　 （池田）
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　平成29年度当初予算4議案及び平成28年度補正予算1議案は、全議員で構成する予算特別委員会を設置し、審査しました。
まず補正予算案を審査し、賛成全員で可決しました。当初予算は、概要説明を受けたのち、企画総務、地域保健福祉、子育て
文教の3つの分科会を設置し、それぞれ所管部分の詳細な調査を行いました。分科会の調査報告を受け、総括質疑を終えたところ、
平成29年度一般会計予算に対する減額修正案が2件提出されました。その後、採決に入り、減額修正案は九段中等教育学校増
築整備費を減額する案を賛成多数で可決すべきものとし、当初予算4議案は、いずれも賛成多数で可決すべきものとしました。
また、執行機関に対して新年度予算を執行するにあたって、10項目の要望を求めた附帯決議案の提出があり、採決したところ、
賛成全員で可決すべきものとしました。

平成29年度　予算審査から平成29年度　予算審査から

委員会の記録は、区議会ホームページや区役所 7 階の区議会事務局でご覧になれます。

 

＜歳出＞
545億
99百万円保健福祉費

70億96百万円

地域振興費 
49億54百万円 

子ども費
132億9百万円

職員費
114億64百万円

その他
21億91百万円 

職員の給与費

議会費
4億84百万円

総務費
43億45百万円

地域振興、商店街支援や
文化・スポーツ振興等に
かかる経費

高齢者、障害者等の
福祉や健康増進等に
かかる経費

公債費
3億79百万円
区債の返済等にかかる経費

学校、児童施設の運
営や子育て支援等に
かかる経費

庁舎の維持管理、選
挙や区の事務管理等
にかかる経費

まちづくり、公営住
宅、道路・公園、環
境保全、清掃事業等
にかかる経費

議員報酬、政務活動費、
議会運営等にかかる経費

他会計への繰出し等にかかる経費等

環境まちづくり費
104億77百万円

＜歳入＞
545億
99百万円

地方消費税の区に
対する交付金の収入

区における特定事業の支出
に充てるため、一定の目的
と条件の下に、国・都から
交付される収入

基金として積み立ててい
た中から、高齢者福祉、
環境、子ども・子育てに
使うため繰り入れる収
入、特別会計から繰り入
れる収入

財産収入、分担金及び負担金、
地方譲与税、配当割交付金等の収入

その他
33億92百万円 

区の施設使用料や住民
票等の発行等に伴う手
数料

使用料及び手数料
49億82百万円

繰入金
73億41百万円

都区財政調整
交付金の収入

特別区交付金
36億92百万円

特別区税
170億50百万円 

地方消費税交付金
105億円国・都支出金

76億82百万円

特別区民税、軽自動車
税、特別区たばこ税、
入湯税の収入
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会計名 平成29年度 平成28年度 増 (△ ) 減額 増 ( △ ) 減率

一 般 会 計 54,599 55,858 △1,259 △2.3％

国民健康保険事業会計 6,091 6,104 △13 △0.2％

介 護 保 険 特 別 会 計 4,538 4,551 △12 △0.3％

後期高齢者医療特別会計 1,587 1,538 50 3.2％

全 会 計 合 計 66,816 68,050 △1,234 △1.8％

各会計予算の規模� （単位：百万円）

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計等と一致しない場合があります。



今定例区議会で可決した附帯決議・意見書（要旨）
議案第2号　平成29年度千代田区一般会計予算に対
する附帯決議
　第1回定例会にて設置された予算特別委員会において、区
民等に対して予算審査前に十分な説明を行っていない事業及
び進捗や内容が不明確な事業があることが明らかとなった。
　平成29年度一般会計予算の執行に当たっては、下記のこと
を十分踏まえることを強く求める。

記
１ 九段中等教育学校の校舎、校庭などについては、より良
い教育環境を実現するため、調査・検討を行うこと。そ
の際は、学校関係者の意見を十分に聴取するとともに適
宜適切に区議会へ報告すること

２ 箱根千代田荘については、活用策を調査すると共に、代
替施設を見直しすること

３ 軽井沢少年自然の家については、活用策を調査すること
４ 居宅訪問型保育事業（ベビーシッター制度）に交通費の
助成を加えること

５ 区内私立保育園の保育士に奨学金制度を創設すること
６ 外濠公園総合グラウンド整備にあたっては、十分に利用
者の意見を聴取し反映すること

７ 北の丸公園周辺地域整備の推進については、北の丸公園
周辺地域基本構想を地域・区議会との確認の上、設計に
着手すること

８（仮称）外神田一丁目公共施設整備については、平成29
年秋を目途に再点検をすること

９（仮称）区立麹町仮住宅の整備及び四番町複合施設は、
基本構想を地域・区議会との確認の上で十分に説明し、
基本計画に着手すること

10 区が主催又は助成する人間国宝関連事業については、
平成29年度中に見直し、平成30年度からは伝統芸能を
含む新たな事業を抜本的に検討すること

　以上、決議する。

箱根千代田荘の再活用を求める決議
　昭和34年の箱根の仙石荘の開設を皮切りに、昭和44年に
は箱根千代田荘を開設し、その後も湯河原千代田荘をはじめ
直営の保養施設等を運営してきた。
　しかし、社会経済情勢の変化により、区が設置・運営する
意義が薄れてきていることもあり、千代田区でもその運営方
法等の改善を重ねつつ現在に至っている。
　昨年12月に地域保健福祉委員会において、休止状態の箱
根千代田荘の今後の活用方策を調査するため、近隣の類似宿
泊施設の現地確認と併せ行政調査を行った。
　その結果、箱根千代田荘の外壁等の外回りや内装について
良好な状態が保たれている一方で、厨房や浴室・火災報知設
備等の設備面は相当な改修経費が掛かることが判明した。ま
た、代替施設は移動にケーブルカーやバスが必要で、高齢の
利用者には支障があることが判明し、改めて箱根千代田荘の
恵まれた立地条件を再確認したところである。
　従って、本区議会としては区に対し、箱根千代田荘を安易

に廃止し売却することなく、早急に運営方法等を充分に検討し
区民が利用できる施設として再開に向けた具体的な計画を示
すよう強く求めるものである。
　以上、決議する。

障害者福祉施設の増設を求める決議
　昨年2月に地域保健福祉委員会に対して、障害者の親なき
後を見通した終のすみかとしてのグループホームの整備、
ショートステイの増床に関する障害者施策の拡充を求める陳情
が提出された。
　陳情審査における議論の末、千代田区の障害者の実態につ
いて正確に把握し、必要な障害者施設の整備を精力的に検討
し方針を出すことを執行機関に確認した。
　親なき後の支援も含め、障害者の切実なニーズに応えてい
くため、昨年4月近隣区の障害者施設の視察を行った。ここは
中学校跡地を活用し、障害児を含む多くの障害者が利用でき
る、通所と入所両方の機能を備えた施設であった。区内にも
同様の施設を望むとともに、障害者の切実なニーズを行政課
題として捉え、用地の取得や低未利用地を活用する方針を、
スピード感を持って決めていくことの必要性を確認した。
　よって、区議会としては、障害者に必要不可欠な施設の整
備方針を、早急に策定することに加え、終のすみかとなり得る
障害者福祉施設を整備するよう強く求めるものである。
　以上、決議する。

福島原発事故に伴う区域外避難者が安心して生活を
営むことが出来るよう求める意見書
　東日本大震災・福島原発事故から6年たちました。
　子どもを守りたい一心から住み慣れた故郷を離れた避難者
の方々は、今も全国に8万人、都内で生活を続けている方は
約5千人です。
　原発事故は未だ収束の見通しが立たず、福島に戻りたくて
も戻れない事情はさまざまです。
　そのような中、区域外避難者の方々が生活している避難住
宅の無償提供の期限とされた「平成29年3月末日」が目前に
せまってきました。避難住宅は避難生活の基盤です。
　千代田区議会は、昨年第2回定例会において「自主避難者
への支援拡充を求める意見書」を全会一致で可決しているこ
とから、引き続き安心して生活を営むことが出来るよう最大限
の配慮を求めるものです。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
東京都知事
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委員会で取り扱った陳情（平成28年12月27日～平成29年4月25日）※詳細は、区議会ホームページでご覧になれます。

陳　情　名（受付順に掲載） 送付委員会
（　）は参考送付

審査状況
（平成29年4月25日現在）

猿楽町並びに三崎町の住所変更に対する意向調査を求める陳情 地域保健福祉委員会 審査終了

市町村民税等の特別徴収税額の決定・変更通知書への個人番号記載の中止を求める陳情 (地域保健福祉委員会 ) 審査終了

「千代田区住宅借上型住宅制度」の不適切な運営及び現場対応に関し (企画総務委員会 ) 審査終了

12月～2月の主な活動
月／日 日　程

12 ／ 19
～ 20

地域保健福祉委員会・国内行政調査【箱根町】

22

議会運営委員会

企画総務委員会

地域保健福祉委員会

子育て文教委員会・国内行政調査【旧永田町小学校】

27 政務活動費交付額等審査会

1／ 25 議会運営委員会（未開催）

2／　9 企画総務委員会

10 政務活動費交付額等審査会

16 地域保健福祉委員会

17
企画総務委員会

子育て文教委員会

21
〈平成 29年第 1回千代田区議会定例会告示日〉

議会運営委員会

27
議会運営委員会

区民集会運営協議会

月／日 本会議・委員会関係日程

3 ／ 16
オリンピック・パラリンピック対策特別委員会

公共施設整備特別委員会

17
議会のあり方に関する調査特別委員会

お茶の水小学校・幼稚園の改築と周辺地域の整備特別委員会

21 議会運営委員会

22 予算特別委員会（総括）

23
予算特別委員会（総括）

議会運営委員会

24 予算特別委員会（総括）

27

企画総務委員会

地域保健福祉委員会

子育て文教委員会

28 議会運営委員会

29
議会運営委員会

本会議（議案の議決等）

平成29年第1回定例区議会　会期日程〈会期：2/28～3/29までの30日間〉
月／日 本会議・委員会関係日程

2 ／ 28
議会運営委員会

本会議（会期の決定・区長招集あいさつ等）

3／　1 議会運営委員会

7
議会運営委員会

本会議（代表質問・一般質問）

8

議会運営委員会

本会議（一般質問・議案の付託等）

予算特別委員会

9

企画総務委員会

地域保健福祉委員会

子育て文教委員会

10 予算特別委員会

13 予算特別委員会（分科会）

14 予算特別委員会（分科会）

15 マンションと地域コミュニティ活性化特別委員会
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■ 区議会を傍聴しませんか？
　本会議や委員会は、どなたでも傍聴することができます。
　開催当日、本会議は区役所8階の傍聴受け付け、委員会は
8階の委員会室で、それぞれ住所と氏名をご記入ください。
　どうぞ、お気軽にお越しください。

　視覚に障害があり、区内在住のご希望の方に、ちよだ
区議会だより点字版またはCD版を郵送いたします。電話
で区議会事務局までご連絡ください。
　なお、区立図書館、区政情報コーナー（区役所2階）、障害
者福祉センターえみふる（神田駿河台2-5）でも利用できます。

☎3264-2111　内線3315

■ 区議会だより　点字版・CD版を郵送します
　2月6日付で、2会派の幹事団の変更がありましたので
お知らせします。

■ 会派の幹事団変更

○「自由民主党議員団」
（旧）幹事団
幹 事 長 嶋崎　秀彦
副 幹 事 長 桜井　ただし
副 幹 事 長 永田　壮一
幹 事 山田　丈夫
経理責任者 小林　やすお

（新）幹事団
幹 事 長 桜井　ただし
副 幹 事 長 松本　佳子
副 幹 事 長 永田　壮一
幹 事 山田　丈夫
経理責任者 小林　やすお

（旧）幹事団
幹 事 長 たかざわ　秀行
経理責任者 はやお　　恭一

（新）幹事団
幹 事 長 はやお　　恭一
経理責任者 たかざわ　秀行

○「自由民主党　新しい千代田」

■ 区民集会運営協議会　船による河川視察を実施（平成29年4月27日）
　千代田区議会では、地域の抱える諸課題に対して、区民
と区議会が一体となって議論する場として「区民集会」を
開催しています。
　次回の開催に向け、「区民集会運営協議会※」では「水
辺の利活用」を基本テーマに検討を進めており、神田川や
日本橋川等の河川をどのように活用できるかを調査するた
め、船による河川視察を行いました。
　神田川にある和泉橋防災船着場で乗船し、お茶の水・水
道橋方面へ進み、和泉橋から昌平橋までの護岸が景観の向
上を目的に整備されることや、水路から見た旧万世橋駅跡
や聖橋、洪水を防ぐための分水路等を確認しました。
　続いて日本橋川へ入り、千代田区役所、日本橋方面へ進
み、江戸時代から残る石垣や国指定史跡である「常盤橋門

跡常磐橋」の復旧工事の様子を視察しました。また、中央
区の日本橋船着場では、実際の利用方法や周辺の観光につ
いて説明を受けました。
　隅田川では、豊洲周辺の運河を通って東京2020会場予
定地や豊洲新市場予定地、レインボーブリッジを視察し、
和泉橋防災船着場に戻りました。
　今回の視察を通して、防災や観光等、区内河川のさまざ
まな活用方法を改めて認識しました。今後は、こうした
「水辺の利活用」の視点から、千代田区を活性化する方策
について議論を深めていきます。
※�「区民集会運営協議会」は、区民集会の企画及び運営等
に関する協議の場として設置され、連合町会長8名及び
区議会議員13名で構成されています。

船上にて 昌平橋付近日本橋船着場
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（P12）　NO.232　平成29年5月16日 ちよだ区議会だより

委 員 長 小林やすお（自民）
副委員長 河合良郎（千代田）
委　　員 永田壮一（自民）

池田とものり（自民）
牛尾耕二郎（共産）
小林たかや（声）
岩佐りょう子（紡民）
米田かずや（公明）
秋谷こうき（民進ク）

■ 区議会だより編集委員会の構成

東京マラソン (2月26日）
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委� 員� 会
提 出 議 案

議案第2号 平成29年度千代田区一般会計予算に対する附帯決議 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○　

議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

箱根千代田荘の再活用を求める決議 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

障害者福祉施設の増設を求める決議 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

議 員
提 出 議 案

議案第2号 平成29年度千代田区一般会計予算に対する修正案 25 24 11 13 否 ○ × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × 3/29

議案第2号 平成29年度千代田区一般会計予算に対する修正案 25 24 22 2 可 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

福島原発事故に伴う区域外避難者が安心して生活を営むことが
出来るよう求める意見書 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

区 長
提 出 議 案

平成28年度千代田区一般会計補正予算第3号 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

平成29年度千代田区一般会計予算 25 24 19 5 可
※
2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

平成29年度千代田区国民健康保険事業会計予算 25 24 19 5 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

平成29年度千代田区介護保険特別会計予算 25 24 19 5 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

平成29年度千代田区後期高齢者医療特別会計予算 25 24 19 5 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区個人情報保護条例の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区手数料条例の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区立障害者福祉センター条例の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区立障害者就労支援施設条例の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区国民健康保険条例の一部を改正する条例 25 24 19 5 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する
条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

千代田区長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2/28

千代田区行政監察員の選任の同意について（2件） 25 24 24 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3/29

報 告

専決処分により訴の提起をした件について 3/8

（仮称）区営東松下町住宅新築工事請負契約の一部を専決処分に
より変更した件について 3/8

（仮称）区営東松下町住宅新築給排水・空調設備工事請負契約の
一部を専決処分により変更した件について 3/8

（仮称）区営東松下町住宅新築電気設備工事請負契約の一部を専
決処分により変更した件について 3/8

国指定史跡常盤橋門跡常磐橋復旧工事Ⅱ期請負契約の一部を専
決処分により変更した件について 3/29

◆�千代田区議会議員　　条例定数25名　現員数25名
　�※1　会派名　自由民主党議員団（自民）／自由民主党�新しい千代田（千代田）／日本共産党区議団（共産）／ちよだの声（声）／千代田を紡ぐ会・民進（紡民）／公明党議員団（公明）／民進・クリーン千代田（民進ク）
　�※2　「平成29年度千代田区一般会計予算」は、修正の議員提出議案が2件あり、そのうち1件を可決しました。次に、その修正部分を除く原案を可決しました。

※1 議員名の下段は、会派名略称
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